
生活交通の導入検討について 
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地域の要望 

地域の生活交通について
検討 

本格運行 

利用実態の分析 

需要調査 

運行計画作成 

試験運行 

■生活交通の確保 

   鉄道やバスが利用しづらい地域にお 

 いて、デマンド交通等の導入により、 

 日常生活で必要な交通手段を確保する。 

資料：国土交通省総合政策局資料をもとに加工 

■日常生活に必要な施設や公共交通 

 軸へ接続 

  地域のニーズを踏まえつつ、スー 

 パーや病院等日常生活に必要な施設や、 

 鉄道駅やバス停といった既存の公共交 

 通へ接続する。 

公共交通軸 

地元組織の設置 

運行改善、利用促進 

地元組織の主体的
なチェック・改善 

■生活交通の導入イメージ 

■事業フロー 

【役割①】 公共交通の利用が不便な地域における日常生活の移動手段 
 マイカー利用など、自ら移動手段を持たない人の、買い物や通院等を行うための移動手段を確保する。 

 市の支援のもと地元組織が主体となって調査・検討・導入・運用を行うことで、生活交通を持続可能なものにする。 

【役割②】 外出機会を創出し、地域活力を維持・向上する手立て 
 高齢者等の移動手段を確保することで、コミュニティ活動や地域内の消費活動を増やすとともに、外出機会が増えることで健
康増進にもつなげる。 

【役割③】 地域で地域の公共交通の必要性や重要性を考えるきっかけ 
 既にある地域の公共交通（タクシーを含む）が無くならないように配慮し、中長期的に公共交通指向への転換を目指す。 

（１）岡山市における生活交通の役割・位置づけ 
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（２） 検討・運用体制 

 地元運営組織「考える会」が主体となって導入検討及び運用を行う。 
 市は、ニーズ調査や運行計画策定に関する技術的支援と補助金により地元運営組織を支える 

運行 

事業者 

岡山市 

地元運営 

組織 運行経費の支払 

運行サービス 
利用者 

運賃の支払い 

【役割】 
 ①住民の利用ニーズの把握 
 ②運行計画の作成 
 ③本会の活動状況等の周知 
 ④運行事業者の選定 
 ⑤協定（契約） 
 ⑥試験運行の実施 
 ⑦利用状況の把握と利用促進 
 ⑧市の補助金の受け入れ  

【役割】 
 ①アンケート調査票作成 
 ②アンケート結果の集計・分析 
 ③運行計画素案の作成 
 ④関係機関との調整 
 ⑤運行事業者選定事務手続き 
 ⑥協定（契約）事務手続き 
 ⑦バス停標識作成 
 ⑧時刻表作成 
 ⑨運行計画改善案の提案 
 ⑩地元運営組織へ補助金支出  

【役割】 
 ①サービス向上を図る 
 ②利用状況報告 
 ③運行計画への助言 
 ④経費の削減を図る 
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相談・申し入れ 

需要等に関す
る聞き取り 

市 地元 交通事業者 

試
験
運
行
ま
で
2
年
程
度
を
想
定 

考える会 

の設置 

（働きかけ） 

選定事業者が 

国へ許可申請 

協議・選定 

（支援） 

試験運行 

地域の公共交通
のあり方検討 

地域公共交通
会議の設置 

ニーズ調査 

運行計画案 

地域公共交通会議での合意 

本格運行 

運行を持続するため
の、地元の主体的な
チェック・改善 

 ニーズ調査に基づく運行計画を策定
し、試験運行を実施 

 試験運行の結果を踏まえて、本格導入の判
断及び運行計画の策定を行う 

 試験運行は１年程度実施する 

 当該地域で運行するバスやタクシーな
どの既存交通事業者との合意が必須 

 地域公共交通会議での合意の後、国へ事業
認可申請 

 試験運行、本格導入それぞれ合意が必要 

 本格運行開始後も地元の主体的な利
用促進活動や運行改善が重要 

（３） 生活交通導入の流れ 

試
験
運
行
は 

１
年
程
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実
施 

本格運行移行に向け
た、地元の主体的な
チェック・改善 


